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鴨
鳥
五
所
神
社
本
殿（
大
泉
地

区
）の
保
存
修
理
工
事
が
完
了
し
、

建
物
の
傾
き
や
腐
朽
部
分
な
ど
の

問
題
点
が
解
消
さ
れ
る
と
同
時
に
、

現
代
に
伝
え
ら
れ
た
多
く
の
部
材

を
、伝
統
的
な
工
法
で
後
世
に
残
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。修
理
調
査
で

新
発
見
も
相
次
ぎ
、鴨
鳥
五
所
神
社

の
歴
史
的
価
値
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、普
段
見
ら
れ
な
い
本
殿

の
内
陣
、神
様
が
鎮
座
す
る
部
屋
の

扉
の
内
側
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

扉
を
閉
め
て
内
側
か
ら
見
る
と

左
右
の
絵
が
つ
な
が
る
の
で
、神

様
が
見
る
形
で
す
。中
央
を
除
く

四
室
の
扉
に
は
、弓
や
扇
を
持
っ

た
随
身
や
琵
琶
を
持
つ
弁
財
天
が

色
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

年
代
な
ど
は
こ
れ
か
ら
調
査
を

進
め
ま
す
が
、扉
の
内
側
を
想
像
し

な
が
ら
参
拝
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

桜
川
市
内
の
遺
跡
Ⅱ

�

―
辰
海
道
遺
跡
―

　

道
路
拡
張
工
事
に
伴
う
発
掘
調

査
が
始
ま
っ
た
辰
海
道
遺
跡
。
新

し
い
発
見
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、

今
回
は
平
成
13
年
～
15
年
の
桜
川

筑
西
IC
部
分
の
調
査
で
分
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
遺
跡
の
内
容
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

同
遺
跡
か
ら
は
、
弥
生
時
代
後

期
か
ら
平
安
時
代
の
長
き
に
わ
た

り
営
ま
れ
た
大
規
模
な
集
落
や
、

他
に
県
内
で
も
数
少
な
い
豪
族
居

館
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
奈
良
時

代
に
は
鉄
生
産
や
紡
績
な
ど
の
手

工
業
が
発
展
す
る
な
ど
、
当
時
の

様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
遺
跡
で
す
。

■
催
事
／
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（
学
芸
員
に
よ
る
展
示
の
解
説
）

■
日
時
／
①
２
月
24
日
（
土
）、

②
３
月
24
日
（
日
）、
③
４
月
24

日
（
水
）、
④
５
月
５
日
（
日
）

各
回
14
時
か
ら
30
分
程
度

■
定
員
／
各
回
15
名
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
／
各
回
前
日
ま
で

■
申
込
方
法
・
問
合
先
／
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

史
跡
真
壁
城
跡

�

令
和
５
年
度
出
土
品
展

　

今
年
度
も
、
史
跡
整
備
の
た
め

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
真
壁
城

跡
か
ら
出
土
し
た
品
々
を
展
示
し

ま
す
。
企
画
展
と
一
緒
に
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
期
間
／
５
月
６
日
（
月
）
ま
で

９
時
～
16
時
30
分

（
休
館
／
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
）

■
費
用
／
無
料

■
会
場
／
真
壁
伝
承
館

歴
史
資
料
館
だ
よ
り

史
資
料
館
だ
よ
り

文
化
財
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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２
つ
の
企
画
展
が

第
14
回
企
画
展

ミ
ニ
展
示

鴨
鳥
五
所
神
社
の
内
陣
の
扉
絵

開
催
中
！


